
評価解析プラットフォーム 3つのワークパッケージ（WP)

事業名：燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業/共通課題解決型基盤技術開発/
プラットフォーム材料の解析及び解析技術の高度化の技術開発
発表者名：株式会社日産アーク、公益財団法人高輝度光科学研究センター、国立大学法人京都大学、国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学、
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構、一般財団法人ファインセラミックスセンター、国立大学法人電気通信大学、国立大学法人茨城大学

○事業概要
材料研究テーマの解析支援、および、産業界におけるPEFC開発
の課題解決を進めるためのシミュレーター開発支援とそのための
解析技術の高度化を実施する。この確立した分析／解析技術を広
く学術界・産業界に普及させ、PEFCの開発を加速する。
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連絡先
株式会社日産アーク
E-mail: imai@nissan-arc.co.jp
TEL: 046-867-5280

② 解析技術の高度化とシミュレーションとの連携

① 材料分析／解析支援

③ 産業界材料・製品解析への適用

標準メニュー、データ・フォーマットを策定
マニュアル化に着手

マルチスケールイメージング 機能解析 プロセス解析

担体表面官能基解析 材料構造、空隙分布解析

実験試料(作製法: 
スプレー法, 
基板: アルミ箔, 
ビーム径: 10mmΦ)



① 材料研究Gの分析／解析支援

Goal
・材料解析フロー／標準メニューの確立と材料開発支援開始
・材料解析に必要なOperandセルの提供
・高分解能顕微鏡観察、クライオ電顕観察などの解析技術の標準化

標準メニュー、データ・フォーマットを策定
マニュアル化に着手

Operandoセルでの解析開始
高温高圧条件への対応着手

８グループから44種のサンプルを受託
解析結果のFBを開始

高分解能TEM、ASAXS等新たな解析提供開始



② 解析技術の高度化、シミュレーションとの連携

Goal
量子ビームマルチスケールイメージング、構造・化学状態解析の
高度化により、PEM劣化／性能向上シミュレータ／プロセスシミュ
レータ開発に必要なパラメータ取得、高度な現象解析を実現

Ceイオン分布解析 膜劣化構造解析

Ceイオン移動状態の可視化に成功
劣化前後の応力による膜の配向性変化を把握

コンプトン散乱 X線イメージング

中性子イメージング コヒーレント回折

各種イメージング技術は着実に進捗
液水、アイオノマー被覆状態を可視化へ

担体種による表面官能基の違いを観察
中性子小角散乱プロファイルを取得

担体表面官能基解析 材料構造、空隙分布解析

実験試料(作製法: 
スプレー法, 
基板: アルミ箔, 
ビーム径: 10mmΦ)



③ 産業界材料・製品の解析

Goal
開発した解析技術を産業界の材料・製品へ適用
実機(MIRAI)の部材、MEAの性能レベル提示し、材料研究
の開発指針へフィードバック

新型MIRAIのカソード触媒の性能向上メカニズムや
液水マネジメントの詳細を解析し、
GL会議、オープンシンポジウムでの発信


